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○手話講習会実施要綱

　　

（目的）
第１条　手話講習会（以下「講習会」という）は、手話の学習と聴覚障害者との交流活動を通じ、手話と聴覚障害に対する理解の促進と普及及び地域の聴覚障害者のコミュニケーションと日常生活の支援を行う人材の育成を目的として実施する。
　（開講日時）
第２条　講習会は、原則として週１回以上開講する。
２　開講式と閉講式の日程については、会長が別に定める。
（受講対象者）
第３条　講習会の受講対象者は、講習会の目的を理解した者であって、次の各号のいずれにも該当するものとする。
(１)　小学生以上の者。ただし、高校生以下の者は、保護者の許可を必要とする。
(２)　福津市内に在住又は福津市内に通勤若しくは通学する者
２　会長が特に必要と認めた者については、この限りでない。
（受講定員）
第４条　講習会の受講定員は、会長が別に定める。
２　前項の定員を超えて受講希望者がある場合は、抽選をもって受講者を決定する。
　（特別講習）
第５条　講習会は、第２条第１項に定める形式において実施する通常の講習のほか、戸外学習会、視察研修、交流会その他の別の機会を設けて適宜実施することができる。
２　前項の規定により学習の機会を設けるときには、講習会の受講者のほか、地域の聴覚障害者及びその家族、関係者等、会長が必要と認める者を参加させることができる。
（受講料）
第６条　講習会の受講料は、無料とする。ただし、次に掲げる場合においては、必要な金額を受講者から徴収することができる。
(１)　講習会に必要なテキスト、資料、資材等を購入して受講者に配布する場合　その実費の範囲内
(２)　戸外学習会、視察研修、交流会及びその他の特別な経費がかかる場合　その実費の範囲内
２　前項に定めるもののほか、初心者クラス受講者からは、次条に定める保険加入に必要な保険料を徴収する。
（損害賠償）
第７条　受講者が自宅と講習会会場の往復途上又は講習会受講中に事故が発生した場合は、社会福祉法人全国社会福祉協議会ボランティア活動保険の補償範囲内において損害賠償を行う。
　（委託）
第８条　会長は、この要綱に定める手話講習会事業を福津市手話サークルひまわり（以下「ひまわり」という。）に委託することができる。
２　前項に規定により事業をひまわりに委託した場合においては、予算の範囲内で委託料を支払うものとする
（読替え）
第９条　前条の規定により事業をひまわりに委託した場合においては、第２条から第５条までの規定中「会長」とあるのは、「ひまわり代表」に読み替える。
（補則）
第10条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
　この要綱は、平成19年４月13日から施行し、平成19年４月１日から適用する。
337
